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卒 園 生 5名 の晴 の 門 出 を施 設 児童 、職 員みんなて、'

お祝 い しました。 それ ぞれ の歩 む道 をしっか り踏 み しめて

身体 に気 を付 けて ・・・が ん ばれ !
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色々な景色を見れて楽 しか ったお

卒園旅

ガ ラ ス 6 森 美 術 館 で ガ ラ ス工 芸 に挑 戦 した " …

卒 園 前 昴 後 6 素 敵 杯思 い出 に な って い れ ば 嬉 しい で す。
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ご
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児
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に
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★ 名 前

み 谷 ¢:

★ 趣 味 ・特 技

中 学 〇 頃 は 吹 券 楽 部 で 卜ロン ボ ーン

担 当 で しだ 。今 も 続 け て い 孝 す 。読 み

物 ( 小 説 ) 谷 ど も 嗜 み ま す 。あ £ 千 ヨコ

レートが 大 好 き で す 。

★ ひ とごと

ごれ か らよろしく米 願 いしま す !

★ 名 BU
さ すけ

★ 趣 味 •特 技

漫 画 音 楽 鑑 賞

★ ひ とご と

船 形 学 園 で 〇 日 々 。 生 活 や 行 事

な s s して 、皆 さ ん ¢: 一 緒 に 楽 し

く過 ご して いき だ い¢: 思 って い孝 す 。

ぶろしく市 願 いし孝 す !

★ 名 BU
テみ ご

★ 趣 味 ・特 技

械 毯 に つ い な 猫 〇 毛 を 率 で とる。

ホ 値 E賀¢) 以 上 〇 も 〇 を探 す ご と。

★ ひ とご ¢:

船 形 学 園 。 ご 飯 は とて も あ い しい 。

毎 日 体 重 計 と に ら め っご し て あ り孝

す 。ごれ か ら も ぶろしくあ 願 い し孝 す 。

令和 6 年度の仲 間たち

～ 新 任 ・転 任 職 買紹 介 ～

★ 名 BU
だ い す け

★ 趣 味 ・特 技

キ ャンユ 焚 火 は 神 聖 で す !

動 画 鑑 賞

★ ひ とごと

失 敗 は 自 分 。 せ い で 、成 功 は 誰 か 。

あ か げ 。初 心 に 返 って頑 張 H孝 す Z

★ 名 前

つ ば さ

★ 趣 味 ・特 技

ミニ 四 駆 " ラ モ 〒 ル 作 H ライマ を 観

に 行 くご ¢: 。

★ ひ とごと

目 。 前 が 海 ! 新 しい 環 境 に 慣 れ るご と

で い つば い い っぽ い で す が 、み ん な が 笑

顔 で 過 ご せ るぶうに 頑 張 り孝 す !

★ 名 前

ゆ う£

★ 趣 味 ・特 技

特 技 は 、ベ ー スを 弾 くご と 。バ ン ド

を 組 ん で い だ 。 で 、マ イ ナ ー 谷 曲 か

ら有 名 な 曲 も 聽 き 孝 す 。

★ ひ とごと

埼 玉 県 か ら 来 孝 し だ ! 話 す 。 が 好

き な 。 で 話 しか け て くだ さ い 。

走るご¢: 、フットサル、ラジオ、音 楽 を聴 くは

ピアノクラブ発表会

頑 張俯 す。

ばいなだくさん遊 び、一緒 に過 ごし、子ども

達 が安 心 6 できる生 活 を提 供 できるように

★ ひ¢: ご と

4 月から異動 で配 属になH孝しほ 元 気いっ

★ 名 前

ひ な だ

★ 趣 味 ・特 技

映 画 鑑 賞

★ ひ とご ¢:

ど ん な ジ ャン ル で も 観 孝 す 。あ す す

め 。 映 画 が あ つだ ら ぜ ひ 教 元 て くだ さ

い 。孝 た 、気 軽 に 話 し か け て く だ さ

い !

令和 6 年 3 月 2 7 日 ( 月) 日頃の練 習の成果 を発 表 しました。

演奏 した子 どもたちの感想です !

• 本番 は、お客さんがいて緊張 しすぎて失敗 しちゃったけど、

始 めた頃よりは、弾 けるようになった。

・緊張 したけどうまく弾 けました。

• 本番で まちがえず にきれ いに弾 けて 良かった。

★ 名 前

さ くら

★ 趣 味 ・特 技

動 画 鑑 賞 ¢: 沢 山 寝 るご ¢: 。

特 技 は 絵 を•描 くご ¢: 、輪 ゴ ム で 星 を つ

くるごと。

★ ひ とご と

新 卒 で す が 、ぶろ しくあ 願 い し孝 す 。
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を

お
持

ち
い

た
だ

き
ま

し
た

ら
、

「功
名

が
辻

」
(全

四

冊
)

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。


